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６
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８
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住
ん
で
み
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
町
へ

Ｐ
９
　
　
　
ぼ
く
た
ち
 わ

た
し
た
ち
 新

１
年
生

Ｐ
10
～
11
　
出
し
方
が
変
わ
る
「
ご
み
」

　
　
　
　
　
　
４
月
か
ら
の
変
更
点
を
解
説

Ｐ
12
～
13
　
３
月
町
議
会
定
例
会
報
告

ピ
カ
ピ
カ
の
教
室
で

�
勉
強
が
ん
ば
り
た
い
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て
災
害
時
に
は
緊
急
避
難
場
所
と
し

て
使
用
で
き
る
施
設
と
し
て
整
備
し

ま
し
た
。

　

１
、
２
階
と
も
中
学
校
と
渡
り
廊

下
で
つ
な
ぎ
、
児
童
生
徒
や
教
職
員

が
互
い
に
行
き
来
で
き
、
小
学
生
が

中
学
生
の
諸
活
動
を
見
る
こ
と
が
可

能
な
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
校
舎
は
、｢
安
全･

安
心｣

｢

小
中
連
携
教
育
の
推
進｣｢

環
境
と

の
調
和｣

を
基
本
方
針
に
整
備
し
ま

し
た
。

  　

防
火
、
防
犯
対
策
は
も
と
よ
り
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
多
目
的
ト
イ
レ
を

設
置
す
る
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
、

さ
ら
に
雪
対
策
に
も
配
慮
し
、
加
え

安
全･

安
心

小
中
連
携
教
育
の
推
進

◀ 

床
や
壁
を
木
材
で
仕
上
げ
、
木

の
香
り
と
ぬ
く
も
り
に
包
ま
れ

た
教
室(

南
校
舎
２
階)

　

５
年
前
の
平
成
22
年
５
月
、
町
の
諮
問
機
関｢

小
学
校
適
正
配
置
審
議
会｣

は
町
に
対
し
、｢

今
後
の
児
童
数
の
見
込
み
か
ら
教
育
効
果
を
高
め
る
た
め

早
期
に
５
校
を
１
校
に
統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
校
舎
は
小
中
連
携
教

育
を
推
進
す
る
た
め
中
学
校
の
隣
接
地
が
望
ま
し
い｣

と
答
申
し
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
て
町
で
は
、
小
学
校
統
合
の
基
本
方
針
を
定
め
、
地
区

説
明
会
や
町
小
学
校
統
合
推
進
委
員
会
で
の
審
議
を
経
て
、平
成
24
年
４
月
、

旧
野
沢
小
学
校
に
統
合
西
会
津
小
学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
同
年
６
月
、
町
で
は
新
校
舎
の
敷
地
造
成
工
事
に
着
手
し
、
平
成

25
年
９
月
か
ら
建
築
工
事
を
進
め
て
き
た
新
し
い
校
舎
は
本
年
１
月
30
日
に

完
成
し
ま
し
た
。
校
舎
落
成
式
は
３
月
15
日
、
西
会
津
中
学
校
多
目
的
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
、
関
係
者
が
待
望
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
４
月
６
日
か
ら
新
校
舎
で
の
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
月

は
、
新
校
舎
の
概
要
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
経
過
や
整
備
費
、
２
人
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
ま
す
。

落
成 

西
会
津
小
校
舎

安
全･

安
心
な
学
校
●
小
中
連
携
教
育
を
推
進
で
き
る
学
校
●
環
境
と
調
和
し
た
学
校
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校
舎
に
は
14
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽

光
発
電
設
備
や
、
燃
料
に
木
質
チ
ッ

プ
を
使
用
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
を
設
置
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。
内
装

に
は
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
で
寄

せ
ら
れ
た
地
元
産
杉
材
を
は
じ
め
木

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い
ま
す
。

教
室
は
、
日
当
た
り
の
良
い
２
階
南

側
に
配
置
し
、
南
北
へ
の
風
通
し
に

も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
廃
校
に
な
っ
た
小
学

校
の
歴
史
を
継
承
し
展
示
す
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
や
町
民
の
皆
さ
ん
と
児
童
の

交
流
ホ
ー
ル
を
中
央
昇
降
口
の
周
辺

に
設
け
て
い
ま
す
。 環

境
と
の
調
和

　右上＝北校舎と南校舎の１、２
階をそれぞれつなぐ渡り廊下の階
段／右下＝尾野本小講堂をモチー
フにした多目的ホールの天井(北
校舎１階)／左＝約１２０㍍真っ
すぐ続く廊下。廊下右側に12の
教室、左側には６つの学年ラウン
ジを配置(南校舎２階)

▲ 足場を設置し工事が進められた新校舎。左奥
が西会津中学校(昨年10月15日撮影)
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式
典
で
は
、
西
会
津
小
学

校
６
年
生
の
皆
さ
ん
が
校
歌

を
斉
唱
し
た
後
＝
写
真
、
伊

藤
町
長
が｢

子
ど
も
た
ち
が

学
力
と
人
間
性
、
社
会
性
を

身
に
つ
け
、
楽
し
く
充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
ら
れ
る
よ

う
小
中
連
携
教
育
の
推
進
に

努
め
て
い
き
ま
す｣

と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
小

学
校
統
合
、
新
校
舎
完
成
に

至
る
ま
で
の
経
過
を
ま
と
め

た
ビ
デ
オ
を
上
映
し
、
ま
た

来
場
者
に
事
業
経
過
な
ど
を

報
告
し
ま
し
た
。
感
謝
状
贈

呈
で
は
、
伊
藤
町
長
が
用
地

提
供
者
、
校
舎
建
築
用
杉
材

等
寄
贈
者
、
学
校
備
品
等
寄

贈
者
、設
計
監
理･

工
事
施
工

者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
町
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
内
覧
会
が
行
わ

れ
、
約
４
０
０
人
が
完
成
し

た
ば
か
り
の
校
舎
を
見
て
回

り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
５
月
の
用
地
取

得
か
ら
２
年
10
カ
月
の
歳
月

を
経
て
総
事
業
費
17
億
８
千

９
１
０
万
円
で
２
階
建
て
の

南
校
舎
お
よ
び
北
校
舎
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
が
完
成
し
ま

し
た
。
平
成
24
年
４
月
の
開

校
後
、
旧
野
沢
小
学
校
の
校

舎
を
使
っ
て
授
業
を
行
っ
て

き
た
西
会
津
小
学
校
は
、
い

よ
い
よ
４
月
か
ら
新
校
舎
で

授
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

２
０
０
９
【
平
成
21
年
】

10
月
●�

第
１
回
小
学
校
適
正
配

置
審
議
会

２
０
１
０
【
平
成
22
年
】

５
月
●�

第
６
回
小
学
校
適
正
配

置
審
議
会
［
統
合
に
つ

い
て
答
申
］

　
　
●�

小
学
校
統
合
に
向
け
た

基
本
方
針
策
定

７
月
●
地
区
説
明
会[

５
日
間]

10
月
●�

第
１
回
小
学
校
統
合
推

進
委
員
会

２
０
１
１
【
平
成
23
年
】

２
月
●�

町
立
小
学
校
及
び
中
学

校
条
例
改
正
議
決[

校

名
を
西
会
津
小
学
校
に

改
正]

４
月
●�

第
４
回
小
学
校
統
合
推

進
委
員
会[

新
校
舎
整

備
位
置
を
決
定]

７
月
●�

第
１
回
統
合
小
学
校

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ[

９

月
に
２
回
開
催]

　
　
●
同
委
員
会
視
察
研
修

２
０
１
２
【
平
成
24
年
】

４
月
●
西
会
津
小
学
校
開
校

６
月
●�

敷
地
造
成
工
事
着
工

[

12
月
工
事
完
了]

２
０
１
３
【
平
成
25
年
】

６
月
●�

杉
材
寄
贈
申
込
受
付
開

始

９
月
●�

新
校
舎
建
築
主
体
・
機

械
設
備
・
電
気
設
備
工

事
着
工

２
０
１
４
【
平
成
26
年
】

７
月
●�

屋
外
教
育
環
境
整
備･

外
構
工
事
着
工

２
０
１
５
【
平
成
27
年
】

１
月
●�

新
校
舎
建
築
主
体
・
機

械
設
備
・
電
気
設
備
工

事
竣
工

３
月
●
落
成
式

　
　
●�

屋
外
教
育
環
境
整
備･

外
構
工
事
竣
工

整備費 (設計･工事監理費を含む、単位:万円)

整備施設 事業費 補助金 起  債 一般財源

用地･補償･敷地造成費 １億4,264 0 １億3,240 1,024

校 舎 建 築 14億1,759 ５億9,299 ７億6,040 6,420

木質バイオマスボイラー 5,810 2,905 2,900 5

太陽光発電設備 4,087 3,408 670 9

周辺環境整備 １億2,990 7,367 2,020 3,603

合　　計 17億8,910 ７億2,979 ９億4,870 １億1,061

新校舎概要
　構造／鉄筋コンクリート造 ２階建て

　規模／建築面積 ２，７５１㎡

　　　　延床面積 ４，７２０㎡(１階２，４０７㎡､２階２，３１３㎡)

　内容／南校舎 １階 管理諸室(校長室、職員室、用度室、

　　　　　　　　　　更衣室、保健室等)、特別教室(理科室、

　　　　　　　　　　パソコン室、音楽室)、会議室など

　　　　　　　 ２階 普通教室(12教室)、特別支援教室、

　　　　　　　　　　学年ラウンジ、会議室など

　　　　北校舎 １階 多目的ホール１、木質バイオマスボイラー

　　　　　　　　　　燃料格納庫･機械室

　　　　　　　 ２階 多目的ホール２

暖房設備
　構造／乾燥チップ焚き木質バイオマスボイラー １基

　規模／暖房能力３００kW(２５８，０００kcal/h)

太陽光発電設備･蓄電池
　構造／屋根材一体型太陽光パネル１３．８kW､ 蓄電池１５kWh

屋外教育環境
　規模／グラウンド全面芝張り３，９８３㎡､ビオトープ１，５８４㎡

　

町
で
は
、
西
会
津
小
学
校
新
校
舎
落
成
式
を
３
月

15
日
、西
会
津
中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
で
挙
行
し
、出
席

し
た
関
係
者
や
来
賓
約
１
５
０
人
が
待
望
の
学
び
や

の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。
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護
者
が
共
有
す
る
情
報
な

ど
を
町
に
伝
え
、
ま
た
建

築
設
計
の
経
験
か
ら
町
の

た
め
に
多
少
、
役
に
立
て
る
の
で
は

と
思
い
小
学
校
統
合
推
進
委
員
会
委

員
に
応
募
し
、
小
学
校
統
合
、
新
校

舎
整
備
に
向
け
た
検
討
に
あ
た
っ
て

き
ま
し
た
。

　

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
皆
さ
ん
で

構
成
す
る
委
員
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
出
さ
れ
、
調
整
や
取
り
ま

と
め
に
時
間
が
か
か
り
、
進
行
が
遅

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
の
協
力
で
副
委
員
長
を
務
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

　

多
く
の
保
護
者
は
校
舎
の
雪
対
策

や
児
童
の
通
学
に
不
安
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
私
自
身
、
よ
り
快
適
な
空

間
に
な
る
よ
う
図
面
を
作
っ
て
提
案

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
機
能
面

な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
に
満
足
し
て
も

保

ら
え
る
か
ど
う
か
少
し
不
安
で
す
が
、

全
体
的
に
と
て
も
素
晴
ら
し
い
建
物

が
出
来
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
新
校
舎
完
成
は
最
終

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
こ
の

校
舎
を
ど
う
う
ま
く
使
う
か
、
さ
ら

に
、
日
々
学
び
、
成
長
し
て
い
く
子

ど
も
た
ち
、
そ
れ
を
支
え
る
町
民
が

明
る
く
仲
良
く
生
活
で
き
る
社
会
づ

く
り
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

大
人
に
な
り
「
西
会
津
小
学
校
で
学

べ
て
良
か
っ
た
」
そ
し
て｢

西
会
津
町

に
恩
返
し
を
し
た
い｣

と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
町
全
体
が｢

学
び
や｣

に
な

る
こ
と
が
理
想
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
未
来
の
町
を
支
え
る
重

要
な
人
材
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に

は
気
軽
に
学
校
に
か
か
わ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
人
口
減
少
に
苦
し

む
町
に
と
っ
て
、
こ
の
新
校
舎
完
成

が
よ
い
方
向
に
進
む
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

この学校を今後どううまく使うか

新校舎の完成が、よい方向に進む

契機になれば　　　　　　　　　

　
　
　
　

  

合
か
ら
３
年
目
の
昨
年
４

月
よ
り
西
会
津
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
副
会
長
を
務
め
、

多
く
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
先
生
方

と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
大
役
を
務

め
ら
れ
る
か
不
安
な
私
を
導
い
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
子
ど
も
た
ち
は
、
新
し
い

校
舎
で
の
学
校
生
活
を
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
落
成
式
の
後
、

校
舎
内
を
見
学
し
、
真
新
し
い
校
舎

で
勉
強
し
た
り
、
運
動
し
た
り
、
友

達
と
話
し
た
り
と
、
目
を
輝
か
せ
、

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔
で
学
校
生

活
を
送
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
想
像

す
る
と
口
元
が
緩
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
温
か
い
思

い
が
詰
ま
っ
た
学
校
を
建
て
て
く
だ

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し

ま
す
。 統

　

利
用
者
の
み
な
ら
ず
、
環
境
に
も

配
慮
し
た
学
校
は
、
自
然
豊
か
な
西

会
津
町
に
と
て
も
合
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
統
合
し
た
５
つ
の

小
学
校
の
歴
史
を
大
切
に
、
そ
の
特

徴
を
取
り
入
れ
た
校
舎
に
は
懐
か
し

さ
を
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
畑

や
ビ
オ
ト
ー
プ
で
自
然
と
触
れ
合
い
、

元
気
に
学
び
、
ま
た
、
隣
の
中
学
生

の
活
動
を
間
近
に
見
な
が
ら
刺
激
を

受
け
、
大
き
く
育
つ
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
保
護
者
が
生
き
生
き
活
動

す
る
姿
、
笑
顔
、
一
生
懸
命
さ
は
、

子
ど
も
た
ち
を
成
長
さ
せ
る
糧
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
校
を
、
児
童
も
、
保
護
者

も
、
先
生
方
も
み
ん
な
が
共
に
学
び
、

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る｢

す
て
き

な
学
校｣

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

子どもたち、保護者、先生方　

みんなが共に学び、成長できる

｢すてきな学校｣にしていきたい

岩倉 剛士 さん  [上野尻]

いわくら・たけし  平成22年10月から
町小学校統合推進委員会委員を、平成
26年４月からは同委員会副委員長を
務め、小学校統合、校舎整備に係る調
査審議、意見取りまとめに尽力。

Ｉ Ｎ Ｔ Ｅ Ｒ Ｖ Ｉ Ｅ Ｗ

Ｉ Ｎ Ｔ Ｅ Ｒ Ｖ Ｉ Ｅ Ｗ

渡部 敦子 さん  [宝川]

わたなべ・あつこ  平成26年４月から
西会津小学校父母と教師の会(ＰＴＡ)
の副会長を務め、児童の健やかな成長
のため、学校･家庭教育の振興に尽力
する。
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こ
こ
ろ
豊
か
な
人
を
育
む

教
育
の
振
興･

人
材
の
育
成

　
　

 

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
地
域
を
目
指
し
、
平
成
26

年
度
に
策
定
し
た
子
ど
も
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
子
育
て
支

援
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し

て
整
備
す
る
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の

実
施
設
計
や
用
地
買
収
な
ど
を
進

め
、
同
時
に
保
育
所
と
小
学
校
の
連

携
を
推
進
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

安

　

さ
ら
に
不
妊
等
の
検
査
や
治
療
費

の
助
成
な
ど
に
よ
っ
て
経
済
負
担
を

軽
減
し
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

＊

　
　

 

校
教
育
の
充
実
で
は
、
新
校
舎

で
の
教
育
活
動
が
始
ま
る
西
会

津
小
学
校
と
西
会
津
中
学
校
で
義
務

教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
小
中
連
携

教
育
を
実
施
し
ま
す
。
平
成
27
年
度

は
、
小
中
両
校
で
豊
富
な
経
験
を
持

つ
指
導
員
を
雇
用
し
、
小
中
連
携
教

育
を
円
滑
、
効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
西
会
津
中
学
校
の
情
報
通
信
環

学

境
を
段
階
的
に
整
備
し
、
学
力
向
上

に
向
け
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

＊

　
　

 

術
文
化
活
動
の
推
進
で
は
、
伝

統
文
化
や
民
俗
芸
能
、
文
化
財

の
保
存･

伝
承
に
努
め
、
平
成
27
年

度
は
、
町
歴
史
文
化
基
本
構
想
を
策

定
す
る
た
め
の
調
査
を
進
め
、
併
せ

て
埋
蔵
文
化
財
の
整
理
、
分
類
、
展

示
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。

豊
か
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

地
域
経
済
の
活
性
化

　
　

 

林
業
の
振
興
で
は
、
町
の
主
要

作
物
の
３
本
柱
「
米
」
「
ミ
ネ

ラ
ル
野
菜
」
「
キ
ノ
コ
」
の
生
産
振

興
に
よ
る
豊
か
な
町
の
実
現
を
目
指

し
、
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

米
に
つ
い
て
は
、
種
も
み
の
購
入

補
助
を
行
う
ほ
か
、
集
落
営
農
法
人

の
生
産
体
制
強
化
、
西
会
津
産
米
の

品
質
向
上
を
図
る
た
め
の
機
械
整
備

を
支
援
し
ま
す
。
さ
ら
に
米
作
り
体

験
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
販
路
拡
大
に

芸農

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
で
は
、
ハ
ウ
ス
の

リ
ー
ス
事
業
に
よ
り
生
産
の
拡
大
、

冬
期
の
生
産･

販
売
体
制
の
強
化
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

菌
床
キ
ノ
コ
栽
培
は
、
生
産
コ
ス

ト
軽
減
に
よ
る
経
営
安
定
を
図
る
た

め
、
薪ま
き

兼
用
ボ
イ
ラ
ー
の
リ
ー
ス
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

農
林
産
物
加
工
で
は
、
商
品
の
さ

ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
販
路
拡
大

に
向
け
た
販
売
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
、
各

団
体
の
所
得
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
連
携
販
売
力
強
化
施
設

オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
に
し
あ
い
づ
農

林
産
物
加
工
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

森
林
整
備
で
は
、
森
林
経
営
計
画

に
基
づ
く
森
林
施せ
ぎ
ょ
う業
の
支
援
と
合
わ

せ
、
広
葉
樹
林
の
再
生
事
業
に
取
り

組
み
、
森
林
資
源
の
整
備
と
有
効
活

用
を
推
進
し
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
で
は
、
狩
猟
免
許

所
持
者
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う

と
と
も
に
、
出
没
時
に
は
迅
速
に
対

応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
効
果
的
な

　

平
成
27
年
度
は
、｢

み
ん
な
の
声
が
響
く
ま
ち｣

を
基
本
理
念
と
す
る
総
合
計

画
、平
成
26
年
度
に
策
定
し
た
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
、｢

地
域
経
済
の
活
性

化｣｢

教
育
の
振
興･

人
材
の
育
成｣｢

健
康
づ
く
り
と
安
全･

安
心｣

を
重
点
目
標
に

掲
げ
、引
き
続
き｢

住
ん
で
み
た
い
、行
っ
て
み
た
い
町
へ｣

を
テ
ー
マ
に
、｢

こ
こ

ろ
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち
づ
く
り｣｢

豊
か
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り｣｢

人
と
自

然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り｣

を
３
本
の
柱
に
据
え
、
各
種
事
業
を
総
合
的
に

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に｢

活
力｣

を
テ
ー
マ
と
し
て
資
源
、
風
土
と
地

域
力
、
人
材
を
生
か
し
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
知
恵
を
絞

り
、
提
案
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
明
る
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。平
成
27
年
度
の
町
政
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町

政

方

針

平成27年度

住
ん
で
み
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
町
へ

～
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
考
え
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対
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

依
然
続
く
風
評
に
対
し
て
は
、
放

射
性
物
質
吸
収
抑
制
対
策
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
検
査
な
ど
に
よ
り
安
全･

安

心
を
確
認
し
、
Ｐ
Ｒ
と
販
売
促
進
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

＊

　
　

 

工
業
の
振
興
で
は
、
企
業
支
援

事
業
補
助
金
な
ど
に
よ
り
、
町

内
立
地
企
業
、
商
店
、
個
人
事
業
主

の
経
営
安
定
化
を
支
援
し
ま
す
。

　

企
業
誘
致
で
は
、
産
業
振
興
と
立

地
環
境
整
備
の
課
題
、
産
業
導
入･

集
積
の
基
本
的
な
方
向
性
を
ま
と
め

平
成
26
年
度
に
策
定
し
た
計
画
に
基

づ
き
企
業
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

　

道
の
駅
に
し
あ
い
づ
内
に
整
備
す

る
地
域
連
携
販
売
力
強
化
施
設
に
つ

い
て
は
、
建
設
に
着
手
す
る
ほ
か
、

オ
ー
プ
ン
に
向
け
販
売
促
進
に
係
る

Ｐ
Ｒ
戦
略
等
を
策
定
し
ま
す
。

　

野
沢
地
区
へ
の
誘
客
拡
大
、
商
店

街
活
性
化
、
生
活
環
境
整
備
な
ど
を

目
的
に
実
施
す
る
野
沢
地
区
都
市
再

生
整
備
計
画
事
業
で
は
、
原
町
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
を
中
心
に
計
画

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

雇
用
の
確
保
で
は
、
要
望
中
の
緊

急
雇
用
創
出
基
金
事
業
や
無
料
職
業

紹
介
事
業
に
よ
り
一
人
で
も
多
く
の

雇
用
の
創
出･

確
保
を
図
り
ま
す
。

＊

　
　

 

光
の
振
興
と
地
域
資
源
活
用
で

は
、
設
立
か
ら
２
年
目
を
迎
え

商観

る
観
光
交
流
協
会
の
運
営
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
本
番

を
迎
え
る
た
め
、
観
光
資
源
を
生
か

し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
農
家
民
泊

な
ど
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
歴
史･

文
化
的
に
価
値
の
高
い
旧
越
後
街
道

に
案
内
看
板
等
を
設
置
し
、
周
遊
促

進
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
の
推
進
で
は
、
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
を
引
き

続
き
実
施
し
、
地
域
の
活
性
化
を
目

指
す
事
業
に
自
主
的
に
取
り
組
む
団

体
、
町
民
の
皆
さ
ん
を
積
極
的
に
応

援
す
る
と
と
も
に
、
町
の
将
来
を
担

う
人
材
育
成
を
目
的
と
す
る
若
者
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
継

続
し
、
平
成
27
年
度
は
、
リ
ー
ダ
ー

的
な
役
割
を
担
う
若
者
を
育
成
す
る

た
め
さ
ら
に
充
実
し
た
内
容
で
会
議

を
進
め
ま
す
。

＊

　
　

 
住
と
交
流
の
促
進
で
は
、
結
婚

祝
金
、
後
継
者
対
策
事
業
、
定

住
住
宅
整
備
費
補
助
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。
ま
た
空
き
家
情
報
の
提

供
の
ほ
か
、
首
都
圏
で
定
住
を
支

援
す
る｢

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー｣

と
連
携
を
強
化
し
、
住
宅
団

地
の
販
売
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

沖
縄
県
大
宜
味
村
、
宮
古
島
市
、

横
浜
市
鶴
見
区
、
埼
玉
県
三
郷
市
な

ど
と
の
交
流
で
は
、｢

モ
ノ｣

か
ら｢

ヒ

ト｣

へ
の
交
流
拡
大
に
向
け
た
取
り

定

組
み
を
推
進
し
ま
す
。
平
成
27
年
度

は
、
宮
古
島
市
と
の
友
好
都
市
締
結

か
ら
10
周
年
を
迎
え
る
た
め
、
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
互
い
の
市
町
で
実
施
す

る
予
定
で
す
。  

　

さ
ゆ
り
公
園
施
設
は
、
老
朽
が
進

ん
で
い
る
た
め
補
助
事
業
を
使
っ
て

修
繕
を
行
い
、
利
用
者
の
安
全
確
保

を
図
り
ま
す
。

＊

　
　

 

報
化
の
推
進
で
は
、
平
成
26
年

度
に
策
定
し
た
町
情
報
化
推
進

計
画
に
基
づ
き
、
施
策
を
具
現
化
す

る
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
に
つ
い
て
は
、
民

間
活
力
に
よ
る
運
営
に
よ
り
一
層
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
経
費
節
減
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

健
康
づ
く
り
と
安
全･

安
心

　
　

 

康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
町
健

康
増
進
計
画
に
基
づ
き
、
食
、

運
動
、
健(

検)

診
を
一
つ
の
サ
イ
ク

ル
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
寿

情健

命
延
伸
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
参
加
型
健
康
ま
つ
り｢

健
康

が
い
ち
ば
ん｣

は
、
健(

検)

診
に
焦

点
を
当
て
た
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
胃
が
ん
の

リ
ス
ク
要
因
を
早
期
に
発
見
し
治
療

に
結
び
付
け
る
た
め
、
従
来
の
Ｘ
線

検
査
と
合
わ
せ
て
胃
が
ん
リ
ス
ク
検

診
を
実
施
し
、
胃
が
ん
予
防
対
策
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

喫
煙
対
策
、
幼
児
の
虫
歯
予
防
に
力

を
入
れ
る
ほ
か
、
自
分
で
決
め
た
目

標
に
向
か
っ
て
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
取
り
組
み
な
ど
に
ポ
イ
ン
ト
を
交

付
す
る｢

健
康
が
い
ち
ば
ん
ポ
イ
ン

ト
事
業｣

を
実
施
し
ま
す
。

＊

　
　

 

療
体
制
の
整
備
で
は
、
地
域
医

療
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
町

診
療
所
の
医
師
を
４
名
体
制
と
し
、

こ
れ
に
伴
う
看
護
師
の
確
保
な
ど
医

療
体
制
を
強
化
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
も
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努
め
ま
す
。＊

　
　

 

祉
の
充
実
で
は
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
で
も
、
ま
た
、

医福
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認
知
症
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
で
き

る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
暮
ら

し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
介
護
、
医

療
、
生
活
支
援
を
一
体
的
に
提
供
す

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
進
め
ま
す
。
特
に
関
係
者
に
よ
る

地
域
ケ
ア
高
齢
者
支
援
会
議
の
立

ち
上
げ
を
は
じ
め
認
知
症
対
策
、
生

活
支
援･

介
護
予
防
対
策
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
在
宅
医
療
と
介

護
と
の
連
携
に
重
点
を
置
い
て
取
り

組
み
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
で
は
、
平
成
26
年

度
に
策
定
し
た
第
五
期
障
が
い
者
計

画
・
第
四
期
障
が
い
福
祉
計
画
の
基

本｢

誰
も
が
共
に
安
心
し
て
生
活
で

き
る
ま
ち
づ
く
り｣
を
目
指
し
ま
す
。

特
に
、
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
が
運
営

す
る
「
相
談
支
援
事
業
所
に
し
あ
い

づ
」
に
相
談
業
務
を
委
託
し
、
相
談

体
制
の
強
化
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
円

滑
化
を
図
り
ま
す
。＊

　
　

 

通
体
系
の
整
備
で
は
、
デ
マ
ン

ド
バ
ス
は
、
平
日
の
運
行
を
５

便
か
ら
７
便
に
増
や
し
た
ほ
か
、
大

山
ま
つ
り
期
間
中
に
臨
時
バ
ス
を
運

行
す
る
な
ど
改
善
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
平
成
27
年
度
の
運
行
体
系
は
、

利
用
実
態
に
合
わ
せ
て
ダ
イ
ヤ
、
使

用
料
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
具
体
的
に
は
、
野
沢･

坂
下

線
、
ま
ち
な
か
循
環
線
の
ダ
イ
ヤ
変

更
、
野
沢･

坂
下
線
の
縄
沢･

軽
沢
方

面
お
よ
び
デ
マ
ン
ド
バ
ス
町
外
利
用

交

者
の
使
用
料
の
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

が
利
用
で
き
る
よ
う
評
価･

検
証
を

重
ね
、
改
善
を
図
り
利
便
性
の
向
上

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

＊

　
　

 

路
網
の
整
備
で
は
、
幹
線
の
町

道
は
、
交
通
利
便
性
の
向
上
、

地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
町
縦
貫
道

路
等
の
整
備
を
引
き
続
き
進
め
ま

す
。
幹
線
以
外
の
町
道
は
、
漆
窪

線
、
小
学
校
線
が
早
期
に
完
成
す
る

よ
う
に
取
り
組
み
、
小
山
松
峯
線
の

測
量
設
計
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
森
野
下
小
島
線
に
街
路

灯
を
設
置
し
、
歩
行
者
、
特
に
小
中

学
生
の
通
学
の
交
通
安
全
確
保
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
農
林
業
の
活
性
化

や
生
活
道
路
と
し
て
の
農
林
道
の
計

画
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

国
道
・
県
道
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
に
積
極
的
に
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

＊

　
　

 

下
水
道
の
整
備
で
は
、
簡
易
水

道
施
設
整
備
事
業
補
助
金
に
よ

り
橋
屋
地
区
の
改
修
と
高
目
地
区

の
未
普
及
地
区
解
消
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
下
水
道
は
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道･

野
沢
処
理
区
、
個

別
排
水
処
理
施
設
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

＊

　
　

 

全･

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

　
　

交
通
安
全
対
策
は
、
関
係
団
体

道上安

と
連
携
を
図
り
交
通
安
全
町
民
大
会

の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
、
啓

発
に
努
め
交
通
事
故
の
撲
滅
を
目
指

し
ま
す
。

　

消
防
施
設
は
、
老
朽
化
し
た
ポ
ン

プ
自
動
車
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
更

新
、
防
火
水
槽
の
整
備
な
ど
を
進
め
、

同
時
に
関
係
団
体
と
連
携
し
予
防
消

防
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
作
業
、
他
自
治
体
と
の
災

害
時
相
互
応
援
協
定
や
町
内
事
業
所

と
の
災
害
時
の
支
援
協
定
の
拡
大
、

県
と
合
同
に
よ
る
総
合
防
災
訓
練
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
で
は
、
条
例
に
基
づ

く
現
地
調
査
を
実
施
し
、
適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
に
つ
い
て

は
指
導
等
を
行
い
、
安
全･

安
心
な

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

防
犯
対
策
で
は
、
従
来
の
防
犯
灯

よ
り
照
度
が
高
く
、
長
寿
命･

省
電

力
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
更
新
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

放
射
能
対
策
で
は
、
引
き
続
き
町

独
自
に
空
間
線
量
調
査
、
河
川･

飲

料
水
等
の
水
質
検
査
を
継
続
し
、
安

全
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
の
各
種
事
業
に
つ
い
て
、
実

現
可
能
な
も
の
か
ら
順
次
、
効
率

的･
効
果
的
に
推
進
し
、
町
民
福
祉

の
向
上
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

町 政 方 針

平成27年度
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体
験
入
学
で
は
、
岩
澤
一
徳
校
長

が｢

皆
さ
ん
の
入
学
が
待
ち
遠
し
い

で
す
。
今
日
は
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
と
楽
し
く
過
ご
し
て
く
だ
さ
い｣

と
あ
い
さ
つ
。
１
年
生
の
渡
部
咲さ
り
い依

さ
ん
が｢

よ
う
こ
そ
西
会
津
小
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た｣

と
歓
迎
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。
新
入
学
児
の
皆

さ
ん
は
、
小
学
校
の
紹
介
を
聞
い
た

後
、
先
輩
１
年
生
が
考
え
準
備
し
た

輪
投
げ
や
魚
釣
り
、
昔
遊
び
な
ど
の

ゲ
ー
ム
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
１
年
生
が
校
歌
を
歌
っ
て

披
露
。
新
入
学
児
の
皆
さ
ん
は
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
へ
の
期
待

に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

１
町
内　

五
十
嵐
美み

く空
さ
ん

２
町
内　

根
本　
　

爽そ
う

く
ん

４
町
内　

皆
川　
　

暖は
る

さ
ん

７
町
内　

大
槻　

茉ま

紘ひ
ろ

さ
ん

下
小
屋　

加
藤　

悠ゆ
う
し
ん心
く
ん

　
　
　
　

鈴
木　

華か

ほ穂
さ
ん

芝　

草　

清
野　

龍
り
ゅ
う
せ
い生く
ん

　
　
　
　

横
山
穂ほ

の

か
乃
佳
さ
ん

安　

座　

安
部　

瑠る

な夏
さ
ん

　
　
　
　

石
川　

昊こ
う
こ歩
さ
ん

西　

原　

井
上　

未み

う羽
さ
ん

　
　
　
　

佐
藤　
　

隼
し
ゅ
んく
ん

　
　
　
　

古
川
れ
の
ん
さ
ん

　
　
　
　

渡
部　

和お

と門
く
ん

森　

野　

鈴
木　

果か
れ
ん恋
さ
ん

　
　
　
　

長
谷
川
悠ゆ
う
と斗
く
ん

松　

尾　

杉
原　

桜さ

わ和
さ
ん

　
　
　
　

鈴
木　

日ひ
ま
り葵
さ
ん

　
　
　
　

簗
田
ま
り
な
さ
ん

　
　
　
　

矢
部　

光ら
い
と人
く
ん

下
小
島　

清
野　

桜お
う
だ
い大
く
ん

西
林
東　

猪
俣　
　

想
こ
こ
ろさ
ん

　
　
　
　

五
寧　

日ひ
な
た南
さ
ん

　
　
　
　

長
谷
川
莉り

お凰
さ
ん

　
　
　
　

三
留
夕ゆ

と

り
都
莉
さ
ん

さ
ゆ
り
が
丘　

渡
部　
　

歩
あ
ゆ
むく
ん

上
小
島　

上
野
翔し
ょ
う
た
ろ
う

太
朗
く
ん

　
　
　
　

大
須
賀
龍り
ゅ
う
が雅
く
ん

程　

窪　

新
田　

裕ひ
ろ
き紀
く
ん

黒　

沢　

渡
部
実み

や

こ
椰
子
さ
ん

山　

口　

齋
藤
く
ら
ら
さ
ん

上
野
尻　

塚
原　

大つ
ば
さ翔
く
ん

　
　
　
　

橋
谷
田
真ま
な
か嘉
さ
ん

宝　

川　

佐
藤　

楓ふ
う
ま馬
く
ん

　
　
　
　

佐
藤　

桃も
も
は羽
さ
ん

楢
木
平　

佐
藤　

愛あ
い
と斗
く
ん

戸　

中　

石
井　

希き
り
ゅ
う龍
く
ん

　
　
　
　

小
柴　

ゆ
い
さ
ん

 
[

３
月
20
日
現
在]

ぼくたち
� わたしたち

新
１
年
生

４
月
か
ら
ピ
カ
ピ
カ
の
新
１
年
生
が
西
会
津
小
学
校
に
通
学
し
ま
す
。

今
年
の
新
１
年
生
は
、
平
成
20
年
４
月
２
日
か
ら
翌
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
38
人
で
す
。
２
月
26
日
に
は
体
験
入
学(

写
真)

が
西
会
津
小
学
校
で

行
わ
れ
、
入
学
を
待
ち
望
む
子
ど
も
た
ち
は
教
室
で
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
し
、

先
輩
１
年
生
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
学
校
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

入学する新１年生38人
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庭
木
な
ど
の
枝

　

庭
木
の
剪せ

ん
て
い定
等
に

よ
っ
て
出
た
枝
な
ど

は
、
長
さ
60
セ
ン
チ

程
度
に
切
り
そ
ろ
え
、

30
セ
ン
チ
ほ
ど
の
束

に
縛
っ
て
、
燃
え
る

ご
み
の
収
集
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
環
境
セ
ン
タ
ー
山
都
工
場

で
処
理
で
き
る
枝
の
太
さ
は
、
15
セ

ン
チ
ま
で
で
す
。
そ
れ
以
上
太
い
も

の
は
15
セ
ン
チ
以
内
に
細
く
し
て
く

だ
さ
い
。

布
団･

電
気
毛
布

　

布
団
、
毛
布
、
枕
、

マ
ッ
ト
レ
ス
は
、
燃
え

る
ご
み
で
収
集
し
ま
す
。

ご
み
袋
に
入
ら
な
い
場

合
は
、
ひ
も
で
十
文
字

に
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

電
気
毛
布
は
、
毛
布

部
分
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

部
分
に
分
け
、
毛
布
は

燃
え
る
ご
み
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
は
燃
え
な
い

ご
み
と
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

写真＝破砕処理を行う前にスプレー缶などの危険物
を点検する作業員(環境センター山都工場提供)

出
し
方
が
変
わ
る「
ご
み
」

４
月
か
ら
の
変
更
点
を
解
説

　

私
た
ち
の
家
庭
か
ら
出
る｢

ご
み｣

の
ほ
と
ん
ど
は
、西
会
津
町
、喜
多
方
市
、

北
塩
原
村
で
構
成
す
る
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
環
境
セ
ン
タ
ー
山

都
工
場
で
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
組
合
を
構
成
す
る
３
市
町
村
で
出
し
方
が
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
ご
み
、
ま
た
、
環
境
セ
ン
タ
ー
山
都
工
場
に
直
接
持
ち
込
む
場
合
の
出
し
方

の
基
準
を
定
め
、
４
月
か
ら
出
し
方
が
変
わ
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

併
せ
て
、
ご
み
を
出
す
際
の
注
意
点
を
掲
載
し
ま
す
の
で
ル
ー
ル
を
守
り
正
し

い
排
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

［
イ
ラ
ス
ト
出
典
＝
経
済
産
業
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト]

電気毛布
マットレス

※ばねが無いもの
枕

布団・毛布

庭木などの枝
※枝の太さは、
15センチ以内

通
常
の
収
集
ご
み
　

燃
え
る
ご
み
／
燃
え
な
い
ご
み

／
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
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ビ
デ
オ
テ
ー
プ
類

　

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
な

ど
の
テ
ー
プ
類
は
、

今
ま
で
燃
え
な
い
ご

み
と
し
て
出
す
よ
う

に
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
が
、
山
都
工
場

で
破
砕
処
理
す
る
際
、

テ
ー
プ
が
機
械
に
絡

ま
り
、
故
障
す
る
原

因
と
な
る
た
め
、
４

月
１
日
か
ら
は
、
燃

え
る
ご
み
と
し
て
扱

う
よ
う
に
変
更
し
ま

す
。

波
板
類

　

雪
囲
い
な
ど
に
使

う
い
わ
ゆ
る
波
板
は
、

す
べ
て
粗
大
ご
み
収

集
時
に
有
料
で
回
収

す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

波
板
を
丸
め
て
縛
り
、
あ
る
い
は

細
か
く
砕
い
て
燃
え
な
い
ご
み
の
袋

に
入
れ
、
収
集
場
所
に
出
し
て
も
収

集
し
ま
せ
ん
。
通
常
の
燃
え
な
い
ご

み
の
収
集
時
に
は
出
さ
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

は
４
月
１
日
か
ら
、

き
れ
い
に
洗
っ
て
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装(

プ
ラ
マ
ー
ク

が
付
い
た
容
器
包
装

と
同
じ
分
類
＝
緑
の

ご
み
袋
を
使
用)

に

分
別
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
汚

れ
て
い
る
も
の
、
ご

み
袋
に
入
ら
な
い
大

き
な
も
の
は
、
燃
え

る
ご
み
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

畳･

建
具
類

　

畳
、
ふ
す
ま
、
障

子
戸(

木
製
に
限
る)

な
ど
を
山
都
工
場
に

自
ら
搬
入
す
る
場
合
、

事
前
に
町
役
場
に
連

絡
し
て
か
ら
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

事
前
申
込
が
な
い
と
山
都
工
場
で
受

け
入
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
建
物
の
改
築
、

解
体
で
生
じ
た
も
の
は
産
業
廃
棄
物

扱
い
に
な
る
た
め
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、搬
入
で
き
る
量
は
畳
８
枚
ま
で
、

建
具
は
４
枚
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

　

そ
の
他
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
は
、
従
来

燃
え
な
い
ご
み
と
し

て
収
集
し
て
き
ま
し

た
が
、
４
月
１
日
か

ら
は
、
軟
質
材(

軟

ら
か
い
も
の
で
プ
ラ

マ
ー
ク
が
付
い
て
い

な
い
も
の)

は
燃
え

る
ご
み
に
分
類
し
、

そ
れ
以
外
の
比
較
的

硬
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
今
ま
で
ど
お
り
燃

え
な
い
ご
み
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

本
人･
住
民
以
外
の
搬
入

　

例
え
ば
、
隣
近
所
の
人
に
頼
ま
れ

た
場
合
、
あ
る
い
は
帰
省
者
が
山
都

工
場
に
搬
入
す
る
場
合
な
ど
、
本
人

ま
た
は
住
民
以
外
の
人
が
自
己
搬
入

す
る
と
き
は
、
依
頼
者
か
ら
の
委
任

状
が
必
要
で
す
。
様
式
は
任
意
で
構

い
ま
せ
ん
。
委
任
状
に
は
、
住
所
、

氏
名
、
自
己
搬
入
で
き
な
い
理
由
を

記
載
し
、
町
役
場
で
搬
入
す
る
物
、

委
任
状
の
確
認
を
受
け
て
か
ら
山
都

工
場
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
委

任
状
が
無
い
と
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

ごみの出し方で分からないことは、町民税務課 ☎４５－２２１５ まで問い合わせください。

粗
大
ご
み
で
扱
う ビデオ

テープ

カセット
テープ

山
都
工
場
へ
の
自
己
搬
入
手
続
き

プラマーク

※発泡スチロールは、
４月から、プラマーク
が付いた容器包装と
同じ分類に変更畳、ふすまなど

ナイロン袋

汚れが取れ
ない容器

軟質材
＝燃えるごみ

スポンジ

比較的硬いもの
＝燃えないごみ

バケツ類
ボール
ペン

ＤＶＤ・
ケース

● 自分が出す｢ごみ｣に責任を
持ってください。収集でき
ないごみは、ごみステーショ
ン(収集場所)に置いたまま
になります。持ち帰り分別
しなおして出してください。

● 必ず自分が住む自治区のごみ
ステーションに出してください。

● ごみ袋はきちんと縛って中
身が袋から出ないようにし
てください｡(特にプラスチッ
ク製容器包装を出す場合）

● ライターや乾電池は役場、
支所、連絡所に備え付けの
回収ボックスまで持参くだ
さい。

● ガスカートリッジ、スプレー缶
は必ず穴を開けて出してくだ
さい。最近、販売されている

　 穴開け不要
の缶も爆発
を防ぐため
穴を開けて
ください。

ご
み
の
出
し
方

�

注
意
点

お願いします 再確認 正しい出し方

　

新
聞
、
雑
誌
な

ど
の
古
紙
の
収
集

は
、
例
年
３
月
に

実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
小
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
廃
品
回

収
と
時
期
が
重
な

る
た
め
、
平
成
27

年
度
か
ら
11
月
に

行
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。
収
集
日
程

に
つ
い
て
は
、
後

日
、
広
報
な
ど
で

お
知
ら

せ
し
ま

す
。

古紙の収集は11月に変更
　昨年と同様に平成27年度も粗大ごみ
収集は、６月、８月、11月の年３回実施
する予定です。収集日・時間は、広報
にしあいづ｢お知らせ版｣であらためて
連絡します。

粗大ごみ収集の予定 　
許
可
業
者
が
鉄
く
ず
、

タ
イ
ヤ
等
の
有
料
ご
み

を
併
せ
て
収
集
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役
場
庁
舎
移
転
計
画

　

現
庁
舎
は
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、

３
月
を
も
っ
て
空
校
舎
と
な
る
西
会

津
小
学
校
施
設
を
有
効
活
用
し
、
本

庁
舎
機
能
を
移
転
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
、
実
施
設
計
を
行

い
、
庁
内
検
討
組
織
で
の
検
討
、
設

計
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
繰
り
返

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す

い
施
設
づ
く
り
を
目
標
に
作
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
町
で
は
計
画
案
に

本
町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
町
外
者

が
、
町
内
に
住
宅
を
新
築
す
る
場
合

ま
た
は
住
宅
を
購
入
す
る
場
合
な
ど

に
補
助
金
を
交
付
す
る
定
住
住
宅
整

備
費
補
助
金
は
２
月
20
日
現
在
、
新

築
４
件
、
増
改
築
２
件
の
交
付
決
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
本
補
助

制
度
を
積
極
的
に
周
知
し
、
若
者
の

定
住
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
配
置

　

町
で
は
、
町
外
の
人
材
を
積
極
的

に
誘
致
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
た
め
、
国
の
制
度
を
使
っ
て
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
平
成
25
年
度
は
１
名
、
平
成
26

年
度
は
３
名
を
配
置
し
、
地
域
お
こ

し
、
観
光
、
農
林
業
の
３
分
野
で
、

隊
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
生
か
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
平
成
27
年
度
は
、
４
名
の
配

置
を
予
定
し
て
お
り
、
首
都
圏
な
ど

で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、

隊
員
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。新

た
な
農
業
政
策

　

経
営
所
得
安
定
対
策
制
度
の
改
正

に
よ
り
平
成
27
年
産
米
か
ら
一
部
の

交
付
金
の
対
象
者
が
認
定
農
業
者
や

集
落
営
農
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
払
交
付
金
の
対
象
も
個
人
か
ら

グ
ル
ー
プ
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
こ
の

対
す
る
町
民
懇
談
会
な
ど
で
の
意
見

を
踏
ま
え
て
成
案
を
ま
と
め
て
い
く

考
え
で
す
。

西
会
津
町
ま
ち･

ひ
と･

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

　

地
方
で
の
安
定
し
た
雇
用
を
創
出

し
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、

若
い
世
代
の
結
婚
、
出
産
、
子
育
て

の
希
望
を
実
現
し
、
時
代
に
対
応
し

た
地
域
づ
く
り
を
基
本
目
標
に
掲
げ

る
国
の｢

ま
ち･

ひ
と･
し
ご
と
総
合

戦
略｣

を
踏
ま
え
、
町
で
は
平
成
27

年
度
に｢

西
会
津
町
ま
ち･

ひ
と･
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略｣

を
策
定
し
て

い
く
考
え
で
す
。
国
の
平
成
26
年
度

の
補
正
予
算
で
本
町
に
は
地
域
住
民

生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金

５
千
２
５
０
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
本
交
付
金
を
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
発
行
に
対
す
る
補
助
金
や

町
総
合
戦
略
策
定
等
の
事
業
に
配
分

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

保
育
施
設
整
備
事
業

　

町
保
育
施
設
整
備
等
審
議
会
が
新

た
な
保
育
施
設
整
備
の
基
本
方
針
を

町
に
答
申
し
、
町
で
は
こ
の
基
本
方

針
に
基
づ
き｢

認
定
こ
ど
も
園｣

の
設

置
場
所
を
西
会
津
小
学
校
新
校
舎
に

隣
接
す
る
新
森
野
地
区
に
決
定
し
、

よ
り
よ
い
子
育
て
環
境
整
備
に
向
け

て
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
設
計
業
務
の
委
託
業
者
選
定

は
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
進
め
て
い
ま
す
。
２
月
18
日
に
一

次
審
査
を
行
い
、
応
募
６
社
の
技
術

提
案
書
を
審
査
し
３
社
を
選
び
、
３

月
３
日
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
二
次

審
査
を
行
い
基
本
設
計
委
託
候
補
者

と
次
席
者
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

沖
縄
県
宮
古
島
市
と
の
健
康

運
動
推
進
員
の
交
流

　

健
康
づ
く
り
の
基
本｢

運
動｣

で
の

交
流
を
目
的
に
、宮
古
島
市
と
の
健
康

運
動
推
進
員
の
交
流
事
業
を
１
月
24

日
か
ら
27
日
ま
で
の
日
程
で
初
め
て

実
施
し
ま
し
た
。
運
動
推
進
員
10
人

が
参
加
し
、交
流
会
で
は
同
市
健
康
づ

く
り
推
進
員
と
活
動
内
容
や
成
果
を

発
表
し
合
い
、ま
た
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
や
合
同
研
修
な
ど
で
健
康
づ
く

り
の
認
識
と
交
流
を
一
層
深
め
ま
し

た
。今
後
も
気
候
風
土
が
異
な
る
地
域

の
文
化
や
活
動
を
学
び
、ま
た
経
済
面

で
の
交
流
が
活
発
に
な
る
よ
う
同
市

と
の
交
流
を
深
め
て
い
く
考
え
で
す
。

健
康
増
進
計
画
の
策
定

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
「
健
康
が

い
ち
ば
ん
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に｢

食｣

と｢

運
動｣

と｢

健(

検)

診｣

を

相
互
に
連
携
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
26
年
度

に
は
５
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
生

活
習
慣
と
健
康
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
習
慣
の
実
態
を
把
握
し
、
課
題

を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
課
題
解
決

に
向
け
た
目
標
を
定
め
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
は
、
健
康
増
進
計
画
に
基

づ
き
目
標
達
成
に
向
け
各
種
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
連
携
販
売
力
強
化

施
設
の
整
備

　

こ
の
施
設
は
、
農
林
水
産
省
の
補

助
事
業
で
商
業
団
地
Ａ
区
画
に
整
備

す
る
も
の
で
、
２
月
６
日
、
国
か
ら

交
付
金
の
割
当
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
交
付
金
の
申
請
、
予
算
の
繰

越
手
続
き
が
承
認
さ
れ
次
第
、
建
設

に
着
手
し
、
平
成
28
年
夏
ご
ろ
の
施

設
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
く
考
え

で
す
。
ま
た
出
店
者
募
集
を
現
在

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
募
集
締
め

切
り
後
、
選
定
委
員
会
を
開
催
し
、

出
店
者
を
決
定
す
る
考
え
で
す
。

定
住
促
進
助
成
事
業

　

町
内
に
住
む
45
歳
以
下
の
若
者
や

町
政
の
主
要
事
項 

報
告
か
ら

３月
町議会
定例会報告

　

３
月
６
日
か
ら
20
日
ま
で
の
15
日
間
を
会
期
に
開
か
れ
た
３
月
定
例
会
で

は
、
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、
平
成
26
年
度
の
補
正
予
算
、
平
成
27
年
度

予
算
な
ど
議
案
46
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
の
町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
と
可
決
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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た
め
全
農
家
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、

１
月
28
日
に
は
農
業
制
度
説
明
会
を

開
催
し
、
東
北
農
政
局･

福
島
地
域

セ
ン
タ
ー
か
ら
説
明
を
も
ら
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
町
で
は
多
く
の
農
家
が

国
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
認

定
農
業
者
へ
の
誘
導
や
組
織
結
成
を

後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
が
最
終
年
度
の
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
の
第
４
期
対
策
が
決
ま
り
ま

し
た
の
で
、
３
月
中
に
説
明
会
を
実

施
し
、
自
治
区
な
ど
に
取
り
組
み
を

お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
平
成
27
年
度
の
町
の
コ
メ
生

産
数
量
目
標
は
、
昨
年
度
比
84
㌧
減

の
２
千
９
４
８
㌧
が
配
分
さ
れ
、
２

月
12
日
に
開
催
し
た
町
農
業
再
生
協

議
会
で
農
家
へ
の
配
分
率
を
56･

９

㌫
に
決
定
し
、
農
家
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、

地
域
間
調
整
や
産
地
交
付
金
の
活
用

に
よ
り
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
な
が
ら
目
標
達
成
に
向
け
努
め
て

い
き
ま
す
。

新
年
度
に
お
け
る

教
育
委
員
会
制
度

　

教
育
の
政
治
的
中
立
性
、
継
続
性
、

安
定
性
の
確
保
、
責
任
の
明
確
化
、

危
機
管
理
体
制
の
構
築
、
首
長
と
の

連
携
強
化
な
ど
を
目
的
に
改
正
さ
れ

た
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
が
４
月
１
日
よ
り
施

行
さ
れ
、
教
育
委
員
会
の
制
度
は
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

主
な
改
革
内
容
は
、
教
育
委
員
長

と
教
育
長
を
一
本
化
し
、
教
育
委
員

会
の
代
表
が
新
教
育
長
に
な
り
ま
す
。

二
点
目
は
、
新
教
育
長
は
町
長
が
議

会
の
同
意
を
得
て
任
命
し
ま
す
。
三

点
目
は
、
町
長
が
総
合
教
育
会
議
を

主
宰
し
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

四
点
目
は
、
町
長
は
「
教
育
行
政
の

大
綱
」
を
総
合
教
育
会
議
の
中
で
策

定
し
て
い
き
ま
す
。
本
町
で
は
、
現

教
育
長
の
任
期
満
了
日
で
あ
る
本
年

12
月
25
日
ま
で
経
過
措
置
に
よ
り
現

行
制
度
で
運
用
し
、
新
教
育
長
制
度

へ
の
移
行
は
12
月
26
日
か
ら
に
な
り

ま
す
。

　

◆
教
育
長
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

及
び
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
制
定
＝
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
新
制
度
に
基
づ
く

教
育
長
の
勤
務
時
間
な
ど
を
規
定

　

◆
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護

予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
等
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
＝
第
三

次
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
る
介
護
保

険
法
の
改
正
に
伴
い
基
準
を
規
定

　

◆
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
＝
教
育

委
員
会
制
度
改
革
に
伴
う
関
連
条
例

の
一
括
整
備

　

◆
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条

例
の
改
正
＝
小
学
校
統
合
推
進
委
員

会
の
廃
止

　

◆
行
政
手
続
条
例
の
改
正
＝
行
政

手
続
法
一
部
改
正
に
伴
う
規
定
改
正

　

◆
町
民
バ
ス
運
行
条
例
、
デ
マ
ン

ド
バ
ス
運
行
条
例
の
改
正
＝
両
バ
ス

の
料
金
の
見
直
し
に
よ
る
改
正

　

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
改
正
＝
社
会
教
育
指
導
員
を

廃
止
す
る
改
正

　

◆
介
護
保
険
条
例
の
改
正
＝
平
成

27
年
度
か
ら
３
カ
年
の
第
６
期
事
業

計
画
に
基
づ
く
介
護
保
険
料
を
定
め

る
な
ど
の
改
正

　

◆
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
、
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
改
正
＝
国
の
基
準
改

正
に
伴
う
町
条
例
の
所
要
の
改
正

　

◆
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
改
正

＝
道
路
占
用
料
の
改
定

　

◆
町
立
小
学
校
及
び
中
学
校
条
例

の
改
正
＝
新
校
舎
へ
の
移
転
に
伴
う

西
会
津
小
学
校
の
位
置
の
変
更

　

◆
体
育
施
設
条
例
の
改
正
＝
現
西

会
津
小
学
校
体
育
館
を
社
会
体
育
施

設｢

野
沢
体
育
館｣

と
す
る
改
正

　

◆
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
事
業

基
金
条
例
の
廃
止
＝
原
資
を
使
い
切
っ

た
こ
と
に
よ
る
基
金
の
廃
止

　

◆
平
成
26
年
度
補
正
予
算
＝
一
般

会
計(

12
次)

、特
別
会
計
等
は
住
宅
団

地
造
成
事
業(

１
次)

、下
水
道
施
設
事

業(

２
次)

、個
別
排
水
処
理
事
業(

２

次)

、後
期
高
齢
者
医
療(

２
次)

、国
民

健
康
保
険(

３
次)

、水
道
事
業(

３
次)

　

◆
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
＝

総
額
63
億
４
千
６
０
０
万
円(

前
年

度
比
０･
14
㌫
減)

　

◆
平
成
27
年
度
特
別
会
計
等
予
算

＝
工
業
団
地
造
成
事
業
ほ
か
11
会
計

　

◆
町
道
の
認
定
＝
尾
登
４
号
線
、

真
ヶ
沢
４
号
線
の
新
規
認
定

　

◆
地
域
連
携
販
売
力
強
化
施
設
の

管
理
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
＝

同
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

◆
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
変
更
＝
小
杉
山
地
区

携
帯
電
話
基
地
局
整
備
に
辺
地
対
策
事

業
債
を
充
当
す
る
た
め
の
計
画
変
更

　

◆
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
策
定
＝
辺
地
に
係
る

公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の

財
政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
平
成
27
年
度
か
ら
31
年

度
ま
で
の
５
カ
年
の
計
画
を
策
定

　

◆
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変

更
＝
道
路･

橋
り
ょ
う
修
繕
な
ど
５

事
業
に
過
疎
対
策
事
業
債
を
充
当
し

整
備
す
る
た
め
計
画
を
変
更

　

◆
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画･

第
７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
の
策
定

　

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

改
正
＝
人
事
院
等
の
勧
告
に
準
じ
た
本

年
４
月
か
ら
の
給
与
制
度
総
合
的
見
直

し
に
伴
う
職
員
の
給
料
、手
当
の
改
正

　

◆
西
会
津
小
学
校
新
校
舎
空
調
設

備
設
置
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

◆
副
町
長
選
任
へ
の
同
意
＝
伊
藤

要
一
郎
さ
ん(

堀
越)

の
選
任
に
同
意

　

◆
町
長
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
制
定
＝
町
長
の
給
料
月
額
を
４
月

か
ら
９
月
ま
で
１
０
０
分
の
10
減
額

［
議
会
提
案
］

可
決
さ
れ
た
議
案
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　㈲伊藤電機(伊藤眞一代表取締役)、川口屋タンス店(川口
良平代表)、西会津ライオンズクラブ(廣瀬渉会長、結成40周
年記念式典実行委員会 高橋至実行委員長)は、西会津小新校
舎落成にあたって町に学校備品を寄贈しました。３月４日、
伊藤代表取締役、川口代表、廣瀬会長が町役場を訪れ、伊藤
町長に目録を手渡しました。伊藤電機は加湿空気清浄機16台
を、川口屋タンス店は図書館用閲覧机３台、いす６脚、ブッ
クトラック１台を、西会津ライオンズクラブは西会津小校歌
碑１基と絵画１点を寄贈しました。伊藤町長は｢多大な寄付
に心から感謝します｣と目録を受け取りました。[写真＝左か
ら廣瀬会長、川口代表、伊藤町長、伊藤代表取締役]

未来を担う子どもたちのためにと学校備品寄贈

　全国農協青年組織協議会主催の今年度のＪＡ青年組織手づ
くり看板全国コンクールで、ＪＡ会津いいで青年部の作品が
地上賞を受賞しました。２月23日、同青年部の新澤富一西会
津支部長(戸中)らが受賞報告のため町役場を訪れました。伊
藤町長は「入賞した看板をＰＲなどに有効に活用してくださ
い」と述べ受賞をたたえました。同青年部の作品は、「黄金
色に染まる稲穂の風景を子どもたちに伝えたい」という西会
津支部の皆さんの思いが込められたデザインが高く評価され
ました。表彰式は２月20日に千葉県浦安市で行われました。
［写真＝報告に訪れたＪＡ会津いいで西部営農課の武藤常雄
課長、同営農部の遠藤周作さん、新澤富一さん(左から)］

ＪＡ会津いいで青年部が｢地上賞｣受賞

　町では４月から始まる｢ふくしまデスティネーションキャ
ンペーン｣に合わせ、観光ガイドブックをリニューアルし
２月に出来上がりました。観光関係者などで検討委員会を組
織し内容を検討してきたガイドブックは、パワースポット、
郷土学、自然体験、アートなどの分野ごとに西会津の楽しみ
方を提案する形で、町の魅力を１冊に凝縮しています。タイ
トル「じぶんいろ｡」には、旅行者に自分の色に合った旅
を見つけてほしいという思いを込め、裏表紙は塗り絵にし
ています。今後はこのガイドブックをフル活用し、町をＰ
Ｒしていきます。ガイドブックを希望する場合は町商工観
光課(☎４５－２２１３)に問い合わせください。

観光ガイドブック｢じぶんいろ｡｣完成

　展望と祈りの山と呼ばれる冨士山＝標高508.8㍍に登る
スノートレッキングが２月22日に開かれ、参加者はスノー
シューやかんじきを履いて冬山を楽しみました。このト
レッキングは、自然を守り次世代に引き継ぐことなどを活
動理念に、冨士山を生かした地域おこしに取り組む｢西会
津冨士の郷｣が主催し、今回３回目の開催になりました。
小清水に集合した参加者は漆窪口から雪上を進み、心地よ
い汗を流しながら山頂を目指しました。朝から２月とは思
えない快晴に恵まれ頂上からは磐梯山などが望め、参加者
は絶景と大自然を満喫しました。下山後、地元住民の皆さ
んが豚汁や餅を参加者に振る舞いもてなしました。

絶景･大自然を満喫 冨士山スノートレッキング
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介
護
予
防
と
は
、

　

介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、ま
た
、介
護
が
必
要
に
な
っ

て
も
そ
れ
以
上
悪
化
し
な
い
よ
う

に
す
る
取
り
組
み
が
「
介
護
予
防
」

で
す
。

　

生
涯
を
通
じ
て
自
立
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
は
生
活
習
慣
病
な
ど
の

病
気
の
予
防
と
と
も
に
介
護
予
防
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

介
護
予
防
で
は
、
自
分
の
老
化
の

サ
イ
ン
に
早
く
気
付
き
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
、
ま
た
、
社
会
・
地

域
活
動
な
ど
を
通
し
て
生
き
が
い
を

持
つ
と
い
っ
た
よ
う
に
自
ら
予
防
の

た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
で
す
。

寝
た
き
り
の
原
因

　

昨
年
２
月
に
町
が
行
っ
た
高
齢
者

ニ
ー
ズ
調
査
に
よ
れ
ば
、
寝
た
き
り

に
な
っ
た
原
因
の
ト
ッ
プ
は｢

高
齢

に
よ
る
衰
弱｣

で
28･

９
㌫
、
次
い
で

｢

認
知
症｣

19･

７
㌫
、｢

脳
卒
中｣

16･

７
㌫
と
続
き
、｢

骨
折･

転
倒｣

に

よ
る
人
は
12･

２
㌫
と
い
う
結
果
で

し
た
。

運
動
の
習
慣
化
を

　

加
齢
と
と
も
に
足
腰
の
機
能
が
衰

え
、
転
ん
で
寝
た
き
り
に
な
る
ケ
ー

ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

運
動
を
習
慣
に
す
る
こ
と
で
運
動
機

能
の
改
善
が
図
ら
れ
、
若
々
し
い
生

活
を
維
持
で
き
、
さ
ら
な
る
活
動
力

の
増
幅
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
た
め
毎
日
、
積
極
的
に
体
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

仲
間
と
楽
し
む

　

運
動
を
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
む
こ

と
は
、
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
る
コ

ツ
の
一
つ
で
す
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
輪
投
げ
、
サ
ロ

ン
活
動
で
の
体
操
、
高
齢
者
健
康
水

泳
教
室
、
公
民
館
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ

教
室
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
り
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
も
の
を

探
し
、
体
力
維
持
や
回
復
の
た
め
週

１
回
以
上
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

貯
筋
運
動
で
機
能
ア
ッ
プ

　

町
で
は
、
生
活
機
能
ア
ン
ケ
ー
ト

で
運
動
機
能
の
低
下
が
疑
わ
れ
る
希

望
者
31
人
を
対
象
に｢

貯
筋
う
ん
ど

う
教
室｣

を
開
催
し

ま
し
た
。
教
室
は
10

月
か
ら
12
月
ま
で
の

間
に
週
１
回
開
催
し
、

機
械
を
使
っ
て
足
を

鍛
え
る
運
動
を
中
心

に
行
い
ま
し
た
。
教

室
参
加
前
、｢

体
調

が
よ
い｣

と
答
え
た

人
は
４
人
で
し
た
が

終
了
時
に
は
23
人
に

増
え
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
教
室
の
初
回

と
最
終
回
に
行
っ
た

運
動
機
能
評
価(

右
グ
ラ
フ
参
照)

で

は
、
27
人
中
22
人
が
筋
力
な
ど
の
５

項
目
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
が
向
上
す

る
と
い
う
目
に
見
え
る
結
果
が
出
ま

し
た
。機

能
訓
練
事
業
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
介
護
予
防
の
必
要
性

が
高
く
、
主
治
医
か
ら
運
動
を
勧

め
ら
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
、

「
機
能
訓
練
事
業
」
を
保
健
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
業

で
は
、
集
団
運
動
や
さ
ま
ざ
ま
な

器
具
を
使
っ
た
自
主
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
理
学
療
法
士

に
よ
る
個
別
指
導
、
主
治
医
の
許

可
が
あ
る
場
合
は
、
温
泉
リ
ハ
ビ

リ
プ
ー
ル
で
の
運
動
も
併
せ
て
行

っ
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

健
康
支
援
係
☎
45
―
４
５
３
２

貯筋で悪循環を断ち切ろう
①最近よくつまずくようになった
� ＝老化のサイン

②家の中や外出先で転んでしまった

③転ぶのが怖くて外出しなくなった

④動かないため食欲がわかず
　欠食するようになった

⑤�筋力が低下し、立つことがままな
らなくなった

⑥寝たきりになってしまった

健 康 が
いちばん  いきいきライフ

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防

い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
、

自
分
ら
し
く
暮
ら
す

　

自
然
の
摂
理
で
あ
る
老
化
は
、
加
齢
と
と
も
に
誰
に
で
も
お
と
ず
れ
る
生

命
現
象
で
す
が
、
老
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
ま
た
、
生
活
習

慣
な
ど
に
よ
っ
て
老
化
ス
ピ
ー
ド
は
変
化
し
ま
す
。

　

｢

年
だ
か
ら
仕
方
が
な
い｣

な
ど
と
言
っ
て
放
っ
て
お
い
て
は
、
寝
た
き
り

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

今
月
は
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
重
要
な
介
護

予
防
を
取
り
上
げ
ま
す
。

貯筋うんどう教室｢運動機能評価｣
[参加者結果例]

最終回評価

初回評価



材
料
（
４
人
分
）

　

厚
揚
げ 

２
枚

　

玉
ネ
ギ 

１／２
個

　

ピ
ー
マ
ン･

生
シ
イ
タ
ケ 

各
４
個

　

ニ
ン
ジ
ン 

５
㎝

　

甘
酢
あ
ん(

砂
糖
＝
大
さ
じ
２
と

　
　

 

１／２
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ･

酢
＝

各
大
さ
じ
４
、し
ょ
う
ゆ･

酒
＝

各
大
さ
じ
２
、か
た
く
り
粉
＝

小
さ
じ
２
、
水
＝
大
さ
じ
６)

　

油 

大
さ
じ
１

作
り
方

　

 

①
厚
揚
げ
は
熱
湯
を
掛
け
て
油
を

抜
き
２
㎝
角
に
切
る
。
玉
ネ
ギ
は

く
し
切
り
、
ニ
ン
ジ
ン
は
短
冊
切

り
、
ピ
ー
マ
ン
は
一
口
大
に
、
シ

イ
タ
ケ
は
４
等
分
に
す
る
。

　

�

②
甘
酢
あ
ん
の
材
料
を
混
ぜ
る
。

　

 

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
入
れ
、
玉
ネ

ギ
、ピ
ー
マ
ン
、ニ
ン
ジ
ン
の
順
に
入

れ
て
い
た
め
、玉
ネ
ギ
が
透
き
通
っ

た
ら
シ
イ
タ
ケ
、厚
揚
げ
を
加
え
る
。

　

 

④
厚
揚
げ
に
焼
き
色
が
つ
い
た
ら

甘
酢
あ
ん
を
加
え
混
ぜ
合
わ
せ
、

と
ろ
み
が
つ
い
た
ら
出
来
上
が
り
。

の
肉
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
大
豆
は
、
植
物

性
タ
ン
パ
ク
質
や
脂
質
な
ど
を
豊
富
に
含

む
た
め
、
肉
な
ど
の
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質

と
と
も
に
毎
日
の
食
卓
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
大
豆
製

品
は
低
脂
肪
で
ヘ
ル
シ
ー
な
食
材
で
す
。
日
本
が
長

寿
国
に
な
っ
た
の
は
大
豆
を
食
生
活
に
取
り
入
れ
て

き
た
か
ら
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
西
会
津
町

に
は
「
打
ち
豆
」
と
い
う
郷
土
食
が
あ
り
ま
す
。
保

存
性
が
高
く
、
す
ぐ
に
煮
え
る
と
い
っ
た
特
長
が
あ

り
、
独
特
の
風
味
と
う
ま
味
が
食
欲
を
刺
激
し
ま
す
。

　

大
豆
タ
ン
パ
ク
質
＝
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
は
血
中

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
、
血
管
を
し
な
や
か
に
し

て
動
脈
硬
化
予
防
に
効
果
的
で
す
。

　

脂
質(

リ
ノ
ー
ル
酸･

レ
シ
チ
ン)

＝
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
を
下
げ
動
脈
硬
化
の
予
防
に
効
果
的
。
レ

シ
チ
ン
に
は
記
憶
力
、
集
中
力
を
増
加
さ
せ
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。

　

大
豆
サ
ポ
ニ
ン
＝
が
ん
や
老
化
予
防
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
脂
質
の
代
謝
を
促
し
肥
満
を
防
ぎ

ま
す
。

　

食
物
繊
維
＝
便
の
か
さ
を
増
や
し
、
発
が
ん
物
質

の
排
出
に
働
き
ま
す
。

　

大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
＝
女
性
ホ
ル
モ
ン
「
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
」
に
似
た
作
用
が
あ
り
、
更
年
期
症
状
を
緩

和
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
美
肌
効
果
が
あ
り
、

老
化
防
止
や
肥
満
予
防
に
も
効
果
的
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 畑大

豆
の
栄
養
素

目標は毎日１００グラム
　町が平成20年に行った栄養調査の結果、１
日当たりの大豆･大豆製品の摂取量は男女と
も平成11年より減っています。
　摂取目標は１日１００㌘(豆腐なら1/3丁、
納豆は１パック、油揚げは１枚弱、厚揚げな
ら1/2枚)です。毎日食べましょう。

16

厚揚げが

主役の

酢豚風

いため 21

調理時間 
約20分

和
食
に
欠
か
せ
な
い

大
豆
の
チ
カ
ラ
を
見
直
す

シ
リ
ー
ズ

●
大
豆
は
大
事

チャレンジ！！

ボリュームがあるのにヘルシーな一品

厚揚げのコクと甘酸っぱい味わい

大豆･大豆製品の摂取量［栄養調査結果]



17

公民館だより

大
会
概
要

　

今
大
会
に
は
、
安
西
秀
幸
さ
ん
＝

元
日
清
食
品
陸
上
部
、
大
島
め
ぐ
み

さ
ん
＝
シ
ド
ニ
ー
、
ア
テ
ネ
五
輪
陸

上
競
技
日
本
代
表
の
２
人
が
ゲ
ス
ト

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
出
場
し
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
と
初
夏
の
奥
川
路
を
走
り

ま
す
。

【
日
時
】
６
月
21
日(

日)

午
前
８
時
50
分
～ 

開
会
式

【
会
場
】
奥
川
み
ら
い
交
流
館

 

グ
ラ
ウ
ン
ド

【
参
加
料
】

 

親
子(

小
学
１
、２
年
生)

２
０
０
０
円

 

小
中
高
校
生 

１
０
０
０
円

 

一
般 

２
５
０
０
円

【
参
加
申
込
書
配
置
施
設
】

 

町
公
民
館
、
町
役
場
、
新
郷
連
絡
所
、

 

奥
川
み
ら
い
交
流
館
ほ
か

【
申
込
期
限
】 

５
月
15
日(

金)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 

大
会
事
務
局(

町
公
民
館)

 

☎
０
２
４
１
―
45
―
３
２
４
４

　
　
　
　

 

和
49
年
、
奥
川
健
康
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
始
ま
る
２
年

前
の
当
時
、
奥
川
中
学
校

の
校
長
を
務
め
て
い
た
鈴
木
仁
さ
ん

の
提
案
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
愛
好
団
体

「
奥
川
へ
と
へ
と
ク
ラ
ブ
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、
会
津
へ

と
へ
と
ク
ラ
ブ
の
創
設
に
も
携
わ
っ

た
人
で
す
。

　

そ
の
後
昭
和
51
年
10
月
、
金
山
町

で
開
か
れ
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
ク
ラ

ブ
の
仲
間
、
地
元
中
学
生
と
参
加
し

た
と
き
の
こ
と
で
す
。
大
会
で
わ
れ

わ
れ
は
上
位
を
独
占
し
ま
し
た
。
し

か
し
参
加
者
が
少
な
く
大
会
に
は
活

気
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な

状
況
か
ら
帰
り
に
立
ち
寄
っ
た
食
堂

で
「
奥
川
で
活
気
に
あ
ふ
れ
る
マ
ラ

ソ
ン
大
会
を
開
こ
う
」
と
い
う
話
が

昭

持
ち
上
が
り
、
大
会
事
情
に
詳
し
い

鈴
木
校
長
に
相
談
に
行
き
ま
し
た
。

鈴
木
校
長
は
「
町
内
の
教
職
員
に
競

技
役
員
を
頼
ん
で
協
力
し
て
も
ら

い
、
す
ぐ
に
や
ろ
う
」
と
応
え
、
な

ん
と
翌
11
月
の
21
日
に
奥
川
健
康
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

奥
川
の
新
聞
販
売
店
の
協
力
で
、

新
聞
社
の
後
援
も
取
り
付
け
ま
し

た
。
大
会
に
は
奥
川
、
町
内
を
中
心

に
73
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ゼ
ッ
ケ

ン
や
大
会
の
資
料
作
り
な
ど
、
妻
と

夜
遅
く
ま
で
作
業
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

　

第
２
回
大
会
か
ら
、
今
の
よ
う
に

６
月
の
第
３
日
曜
に
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
奥

川
を
は
じ
め
町
内
の
大
変
多
く
の
皆

さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。  

　

10
回
大
会
か
ら
今
も
続
け
て
贈
っ

て
い
る
参
加
賞
の｢

え
と
張
り
子｣

。

数
大
会
は
大
会
成
功
の
た
め
に
と
野

沢
民
芸
品
製
作
企
業
組
合
さ
ん
が
無

償
で
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

休
憩
所
に
な
る
奥
川
寄
宿
舎
の
会
場

準
備
は
、
奥
川
に
立
地
す
る
企
業
の

社
長
の
好
意
で
、
従
業
員
の
皆
さ
ん

に
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
多
く
の
町
内
企
業
、
商
店

の
皆
さ
ん
の
協
賛
の
お
か
げ
で
、
き

れ
い
に
印
刷
製
本
し
た
大
会
資
料
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
を
通
し
て
交
流
も
続
い
て
い

ま
す
。
20
年
以
上
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
子
ど
も
た
ち
を
引
率
し
参
加
し
て

い
る
茨
城
県
の
人
と
は
年
賀
状
や
贈

り
物
の
や
り
取
り
を
続
け
て
い
ま

す
。
喜
多
方
市
の
夫
妻
は
本
大
会
が

縁
で
結
婚
し
、
今
で
も
そ
ろ
っ
て
出

場
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
会
が
続
き
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
の
普
及
や
地
域
の
活
性
化
が

図
ら
れ
、
人
と
人
の
絆
が
さ
ら
に
深

ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

川上 甫さん [新町]

かわかみ・はしめ  奥川健康マ
ラソン大会の創設に尽力し、大
会の「育ての親」と呼ばれる。
昭和49年の設立当時から現在
まで奥川へとへとクラブの会長
を務める。福島陸上競技協会参
与、西会津陸上競技協会顧問。

◀ 

手
作
り
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
付
け
て
走

る
ラ
ン
ナ
ー
＝
第
２
回
大
会

▲ 奥川みらい交流館に並ぶ川上さん
が掲示した歴代の大会写真

40
回
記
念
大
会�

６
月
21
日

砲

　

今
年
第
40
回
の
節
目
と
な
る
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
大
会

実
行
委
員
会
主
催
）
は
、
６
月
21
日
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

第
１
回
大
会
は
昭
和
51
年
、
参
加
者
73
人
で
開
か
れ
、
以
来

年
々
参
加
者
が
増
え
、
現
在
で
は
全
国
各
地
か
ら
お
よ
そ
１
千
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
集
う
大
会
に
発
展
し
ま
し
た
。
大
会
運
営
を
支
え

る
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
は
奥
川
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
や
出
身
者
で

あ
り
、
大
会
開
催
は
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
40
回
大
会
の
概
要
、
大
会
の
創
設
に
深
く
か
か
わ
っ
た

川
上
甫
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
ま
す
。
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長谷川  大樹さん ［牛尾］
は　せ　がわ　  だい　き

自分を一言で表現すると？
　怠け者

あなたのモットーは？
　好きこそものの上手なれ

これからやってみたいことは？
　いろいろな所に旅行し、名
物を食べたい

次の方を紹介してください
　Ｔ・Ｍさん（西林東）

４ 2015
April

上野尻俳句会

　今月は西会津中学校野球部の部
長を務める２年・長谷川歩夢さん
です。

わたしの夢――
 「まだなりたい職業が多く、
はっきり決まっていませんが、
人の役に立てるような職業に就
きたいと思っています。
　いま一番の候補は教師です。
その理由は、児童生徒の夢が実
現するようにはぐくむことがで
きれば、より多くの人の役に立
てると思ったからです。また、
小学校や中学校の先生方を見て楽しそうな職業だと思いました。い
まは理科か数学の教師になりたいと思っています｣

努力していること――
 「人の役に立つためには多くの知識が必要ですので毎日の学習を一
生懸命頑張っています。それから積極的に行動し、相手とのコミュ
ニケーションを大切にしています。また相手の気持ちを考える行動
を心掛けています｣

未来の自分に一言――
 「人の役に立つということは大変だと思いますが、相手を思いやる
ことを忘れずに頑張ってください」

あゆ む

　大
切
な
も
の
は
？
『
カ
メ
ラ
。
小

遣
い
を
貯
め
て
買
い
ま
し
た
。風
景
や

名
所
な
ど
を
撮
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
撮
影
し
た
い
で
す
』

あなたの趣味は？
　ドライブ

特技は？
　タイピング

熱中していることは？
　車の運転

最近感動したことは？
　苦手な物理の単位が取れ
たこと

［２月例会］

清
野

　ふ
み
（
上
野
尻
）

園
児
達
春
を
歌
っ
て
日
脚
伸
ぶ

橋
谷
田
久
子
（
上
野
尻
）

窓
ご
し
に
や
さ
し
い
陽
ざ
し
春
待
て
り

渡
部
ミ
ツ
イ
（
芝

　草
）

山
笑
ふ
隣
は
嫁
が
来
る
や
う
だ

星

　よ
し
こ
（
上
野
尻
）

ヨ
ー
イ
ド
ン
居
間
か
け
回
り
春
を
待
つ

豊
島

　立
山
（
下
野
尻
）

朝
夕
に
雪
の
主
や
須
刈
富
士

薄

　
　市
栄
（
上
野
尻
）

古
希
過
ぎ
て
一
句
捻
り
し
春
う
ら
ら

ひ
ね

わたなべ    かず や
渡部  和也さん（３月号）からメッセージ

大学生活、大変でしょうが頑張ってください。
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まちの人口  ～３月１日現在～　(前月比)
人　口 　　　  ７，０６８人　 （－　５人)
　男 　　　　  ３，３９８人　 （－　９人)
　女 　　　　  ３，６７０人　 （＋　４人)
世　帯 　　　  ２，７５２世帯　 （＋　６世帯)

戸籍の窓口  ～２月受付分～ 〈敬称略〉

　高齢者が住み慣れた地域での生活を続けられる
ように本年４月から介護保険制度が改正されます。
今回の改正は介護･医療･生活支援･介護予防の充
実、費用負担の公平化を重点に行われ、段階的に施
行されます。４月からの改正内容は次のとおりです。
１．介護保険料の改定
　 　町では介護保険法に基づき３年ごとに介

護保険事業計画を策定し、事業を運営して
います。平成27年度から新たに第６期介
護保険事業計画がスタートしました。この
第６期計画で65歳以上の介護保険料を改
定しました。詳しくは広報５月号でお知ら
せします。
２．介護サービス利用者負担の改定
　 　中重度の要介護者や認知症高齢者への対

応強化、介護人材確保対策などを目的に、
介護サービスを利用した際、事業所等に支
払う利用者負担が改正されました。具体的
には事業所等に問い合わせください。

３．特別養護老人ホーム入所基準の変更
　 　特別養護老人ホーム(介護老人福祉施設)への

新規入所は、原則として要介護３以上の人が対
象になります。ただし、やむを得ない事情があ
るとき、特例的に要介護１、２の人の入所が認
められる場合があります。なお、制度改正前か
ら入所している要介護１、２の人、要介護３以
上から要介護１、２に改善した人については続
けて入所できます。

【問い合わせ先】  健康福祉課  ☎４５―２２１４

お誕生おめでとう
五十嵐　　　潤

じゅん

くん 　　友明・唯　　　　萱　本
五十嵐　陽

ひ

　織
おり

ちゃん 　　竜太・江里子　　西林東

以下は広告です。内容については、広告主へお問い合わせください。

　町では毎週火曜と木曜日に午後７時まで戸籍、
住民票、税証明、出納の窓口業務を延長していま
す。取扱業務は各種証明書等の発行です。なお
住所異動、印鑑登録などは平日の午前８時30分
から午後５時15分までに手続きをお願いします。

戸籍、税証明など窓口業務を延長 ご
利
用
く
だ
さ
い

お悔やみ申し上げます
橋谷田　ヨシ子（96）　渡邊邦平　　母　　２町内
石　田　精　喜（87）　裕　一　　父　　３町内
渡　部　要　子（81）　　満　　　母　　６町内
船　橋　弘　二（79）　政　広　　父　　９町内１
池　亀　正　彦（89）　秀　美　　父　　下小屋
石　田　正　松（92）　　均　　　父　　芝　草
伊　藤　美　枝（70）　康　広　　母　　堀　越
西　田　ミヤ子（92）　春　喜　　母　　安　座
宇多川　光　規（77）　　洋　　　弟　　松　尾
物　江　善　次（83）　忠　義　　父　　八重窪
長谷川　オノイ（85）　勝　弘　　母　　戸　中
斉　藤　ミチイ（92）　　年　　　母　　中　町
五十嵐　　　勗（93）　茂　子　　父　　大舟沢

変わります介護保険　度

４
月
か
ら
の
変
更
点
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2 0 1 5（平成 2 7 年）

　４月から１年生になる五
十嵐美

み く

空さん(１町内)、鈴
木華

か ほ

穂さん(下小屋)、井上
未
み う

羽さん(西原)、猪俣想
こころ

さ
ん(西林東)は、３月15日、落成式の後に行われた新校舎内
覧会に家族と訪れ、教室に入ってさっそく着席し、｢ピカ
ピカの教室で勉強がんばりたい｣と胸を躍らせていました。

４

思い出胸に学びや巣立つ思い出胸に学びや巣立つ
　西会津中卒業式では、板橋健一校長が卒業生55名一人一人に
卒業証書を手渡し、｢夢を持って一度しかない人生を一歩一歩、
歩んでください｣と、はなむけの言葉を贈りました。
　現校舎では最後になる西会津小卒業式では43名が思い出を胸
に学びやを巣立ちました。岩澤一徳校長は卒業生に｢蓄えた力を
土台に限りない可能性に挑戦してほしい｣と式辞を述べました。

[西会津中]①涙をこらえて式歌を歌う卒業生／②中
学生最後の校歌斉唱／③板橋校長から卒業証書を受
け取る卒業生／④送辞で先輩に感謝の言葉を贈る上
野真

まな

実
み

さん(２年)／⑤答辞で｢祝辞のひと言ひと言
を胸に刻み前進します｣と誓う髙橋晃

こう

樹
き

さん／⑥会
場を後にする卒業生
[西会津小]１卒業証書を受け取る卒業生／２代表で
卒業記念品を受け取る土田愛

め い

唯さん／３岩澤校長に
卒業記念品の目録を贈る折笠愛

あい

莉
り

さん／４別れの歌
を歌う在校生／５在校生と呼び掛け合う卒業生／６

涙ぐみながら校歌を斉唱し校舎に別れを告げる卒業生

①

⑤

西会津中

卒業式　
Congratulations

②

③④⑥

西会津小

卒業式　
Congratulations

１２３

４５６


